
 

予算決算委員会会議記録 

１．日 時 令和６年２月２９日（木）９：３０～１０：４５ 

２．場 所 議員協議会室 

３．出席議員 

栗山泰三、安井博幸、森本富夫、齋藤𣳾博、足立義則、堀毛宏

章、渡辺拓道、向井千尋、上田英樹、山田潔、前田えり子、原

田豊彦、萩原正人、荒木礼子、大西基雄、隅田雅春、園田依子、

小畠政行 

４．欠席議員 なし 

７．参考人 なし 

８．傍聴人 なし 

９．協議事項 

議案第１３号 令和５年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１５号） 

議案第１４号 令和５年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第１５号 令和５年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議案第１６号 令和５年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第１７号 令和５年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

議案第１８号 令和５年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

１０．議事の経過 

栗山委員長 挨拶 

 

栗山委員長 開議宣告 

 

９：３０  開議 

総務文教分科会座長報告  

議案第１３号 令和５年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１５号） 

向井座長より報告（別添参照） 

― 質疑応答なし ― 

 

 

民生福祉分科会座長報告  

議案第１３号 令和５年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１５号） 



 

議案第１４号 令和５年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第１５号 令和５年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議案第１６号 令和５年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 

上田座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等〉 

安井副委員長   ワクワク農村創生補助金の減額補正について、本年度は大きな減

額補正の実施がなされています。令和６年度は７１自治会に補助金

交付予定という説明でしたが、事業は３年間で完結するのでしょう

か。また、令和７年度は 262 自治会の半数以上が実施するという理

解でよろしいですか。 

上田座長     先ほど報告したとおり、当局から令和５年度、６年度、７年度で

事業を完結したいという回答があり、制度設計は変更しないという

ことを分科会で確認しています。 

隅田委員     生ごみ処理機、電気式コンポストの購入実績数は合計 27 基という

説明でしたが、機種ごとの内訳数について説明はあったのでしょう

か。 

上田座長     当局から資料配布があり、コンポスト容器 5 基、非電気式生ごみ

処理容器 0 基、電気式生ごみ処理容器 22 基の合計 27 基となってい

ます。 

渡辺委員     ワクワク農村創生補助金について、今年度７件の取組については

交流会の事例が多くありました。当初は「ワクワク農村未来プラン」

の手引きに基づいて、地域づくりの方向性を示し、それを後押しす

るための補助金だったと認識しています。まず地域の課題の把握、

課題の分析、目標の共有、その後、実施計画を策定することで、地

域の状況や情報が市に集約され、計画の実行にあたり市が補助金を

交付する、この補助金がワクワク農村創生補助金にあたるものと考

えていました。今回７件の取組がワクワク農村未来プランに沿った

形で補助金が運用されているのかどうかについて、分科会で詳細な

説明があったのでしょうか。 

上田座長     現状把握、分析、今後の目標設定等についての説明はなく、また

質疑もありませんでした。当初の分科会ではこの補助金について、

実際には自治会が現状分析や計画策定を策定することは無理がある

のではないかと意見を伝えた経過もあり、今回の取組については将

来につながる住民等の交流会事業実施に対して補助金が使用された



 

と認識しています。 

渡辺委員     細かく指定すると地域も動きにくいということは十分に認識をし

ています。行政としてこの１年を振り返り、７件の取組を基にどう

いった形で進めていくのか整理して次年度以降も進めていただきた

いと思っています。コロナの影響で落ち込んでいた地域のコミュニ

ティ力を復活させるきっかけづくりとして、この補助金が活用され

るなら有効であると考えておりますし、そういった活用の方が地域

も取り組みやすいと思います。 

上田座長     今回の取組実績については３月号の市広報で紹介されることを確

認しており、各自治会長宛に例えば市広報の事例紹介のコピーを用

いてＰＲすることや、４月以降にサポート職員から PR するような

ことも考えていただきたい旨を当局に伝えています。 

 

 

産業建設分科会座長報告  

議案第１３号 令和５年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１５号） 

議案第１７号 令和５年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

議案第１８号 令和５年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

大西座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

安井副委員長   西紀トンネルについて、照度不足ということですけど、私がいつ

もあそこを通るときに気になるのは歩道がすごく暗いんです。照度

不足については歩道ではなく車道のことなのか、それともトンネル

全体の明るさの照度不足なんでしょうか。 

大西座長     両サイドの入り口からおおむね 150 メートルあたりまで照度が低

下しているということで、今回、早急に換える必要が生じたという

ことで、この工事が上がってきております。それとトンネル全体も

そうですけど、歩行者用の部分も非常に暗いということも委員から

質疑が出ました。将来的にはＬＥＤ化にしていきたいという当局の

考えもございました。 

安井副委員長   そのようにしていただいたらいいと思うんですけど、実際、あの

トンネルはくの字型に途中でカーブしていまして、真ん中辺りは照

明がとても暗くて、歩行者や自転車、要するに交通弱者と言われる

人たちが歩道を通る場合、とても不安に感じるような明るさだと思

います。そういう歩行者とかのことを考えいただけますように委員



 

会として見守っていただきたいと思います。 

森本副座長    私のほうからちょっと補足説明をさせてもらいたいと思うんです

が、令和６年度の当初予算の審査において歩道が暗いということや、

平成 14年の西紀トンネルの開通式の日に、もう既に歩行者、自転車

の歩道が暗いという指摘がありました。それはずっと委員会でも議

題になっていまして、令和 6 年度の当初予算審査の際に、これを将

来、ＬＥＤにするという説明を頂いたので、それに合わせて足元灯

について、今回の球の交換に合わせてはできませんが、将来のＬＥ

Ｄ化のときに、十分に考慮をさせていただきますという回答を頂い

たことをあわせて報告させていただきます。 

 

議員間討議 

栗山委員長   討論表決に入る前に、全体を通して何か御意見はありませんか。 

異議がある場合、市長に確認しておきたい事項がありましたら、あげ

ていただきたいと思います。何か御意見はありませんか 

 

         ― 意見なし ― 

     （休憩 １０：２２～１０：４０） 

 

討論・表決  

議案第１３号 令和５年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１５号） 

議案第１４号 令和５年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第１５号 令和５年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議案第１６号 令和５年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第１７号 令和５年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

議案第１８号 令和５年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 

― 討論なし、全員賛成 ― 

 

栗山委員長   委員会の審査報告については、委員長、副委員長にご一任願いたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

― 異議なし ― 

 

栗山委員長   本日の会議は会議記録については、事務局に調製させ、委員長、副

委員長において内容確認を行いたいと思います。ご一任願いたいと思

いますが、御異議ありませんか。 



 

― 異議なし ― 

 

安井副委員長 挨拶 

 

散会宣告 

 

１０：４５  散会 

 

 


